
 

 

 

 

 

 

 

 10 月 26 日（木）～31 日(火)にかけて、チャレンジランニング記録会を行いました。

どの日も秋晴れの清々しい天候に恵まれました。長い距離を走るには、とてもよい条件

でした。１年生の走る距離は 620m、２年生の走る距離は 840mです。中学年の走る距離

は 1000mです。高学年の走る距離は 1450ｍです。 

 記録会となると子供たちはスタートから素晴らしいスピードで走り出しました。どの

子も真剣な顔です。やがて、だんだん疲れてきて、途中で辛くなります。それでも、必

死に前に進もうとする姿に感動しました。ゴールして倒れこむ子や、走り終わった後、

悔しくて涙ぐむ子等、全力を出し尽くした子供たちの様子に胸が熱くなりました。子供

たちは、苦しいことや辛いことから逃げ出さず、最後までやり抜く尊さを実感したので

はないかと思います。各学年男女それぞれ成績上位 10 名の男女の子供たちが表彰され

ます。 

 体育の時間やミュージックランニングタイム、そして家でも一生懸命に練習に取り組

んだことが成果となって表れ、子供たち一人一人が最後まで走り切ることができました。  

一番苦しいときに、保護者の皆様の応援が後押しとなって、子供たちは全力で駆け抜

けました。子供たちに大きな拍手と声援を送っていただき、本当にありがとうございま

した。 
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 11月８日（水）、富山県小学校教育課程研究会県

西部研究集会社会科部会を滞りなく終えることが

できました。本校は令和５・６年度の指定を受け、

初年度の研究の成果を発表しました。研究主題を

「社会的な見方・考え方を働かせながら、社会事象

に進んで関わり、社会生活への理解を深めていく

子供の育成」として、研究に取り組んできました。 

当日は、来賓７名と講師として大妻女子大学教授 澤井 陽介先生、指導助言の先生２

名、会員約 100名の参加がありました。 

 13時 30分から公開授業が始まりました。５年４組佐村木級はメディア室で「工業生

産を支える輸送と貿易」の授業を、６年

１組三辺級は外国語教室で「明治の国

づくりを進めた人々」の授業を公開し 

ました。参観された先生方からは、自分

の生活を振り返り、学習課題を自分事と ５年４組 授業風景  ６年１組 授業風景 

して捉え、課題に向けて一生懸命に取

り組む子供の姿がよかったと褒めてい

ただきました。これから授業力向上に

向けて研究をさらに深めようという意

欲が高まりました。 

 

 

10 月 31 日（火）にトライアスロン日本選手権２位の実績をもつ蔵本 葵選手をお招き

して、「アスリート派遣等による体育授業等の充実事業」として１年生の子供たちを対象に

体育の授業を実施しました。この事業は、スポーツ庁が委託している事業で、子供たちがア

スリートとの直接的な触れ合いの中で、「わかる」と「できる」を体感し、運動の多様な楽

しみ方やできる喜びを味わうことを目的として実施するものです。始めに先生からトライ

アスロンの魅力について話していただきました。実技ではトランジッションというビブス

を着て、ズックを履く競争や速く走るトレーニングをしました。子供たちはとても元気に取

り組んでいました。 

最後に先生から「挑戦することは勇気がいるけど、しない

よりはした方がよい」という素敵な言葉をいただきました。 

 トップアスリートと共に楽しく活動したことで、運動が好

きになり、体力が向上することを期待します。 

                            （校長 阿 尾 昌 樹） 
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